
廃棄体検討 WG の実施状況について 

 

日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 

バックエンド研究開発部門 

埋 設 事 業 セ ン タ ー 

 

平成 30 年度に実施した廃棄体検討 WG 会合の開催状況は以下のとおり 

 

第 11 回 WG 会合 

①  日時：平成 30 年 10 月 11 日 10:00～12:00 

②  場所：JAEA 東京事務所 

③  議事と概要 

１）廃棄体受入基準の検討状況について 

JAEA から廃棄体作製を進めるため、現在までの廃棄体の受入基準

の検討状況について説明を行い、意見交換を行った。 

２）原子力規制庁による埋設処分安全規制制度の検討状況の情報共有 

平成 30 年 8 月 1 日に開催された原子力規制委員会で示された浅地

中処分の規則改正の骨子案について情報提供を行った。 

３）「研究施設等から発生する放射性廃棄物の調査について」の進捗状

況の説明 

機構外発生者への廃棄体物量の調査状況について説明した。 

 

第 12 回 WG 会合 

①  日時：平成 31 年 3 月 20 日 10:00～12:00 

②  場所：JAEA 東京事務所 

③  議事と概要 

１）研究施設等廃棄物の物量調査結果を踏まえた検討状況について 

JAEA から、H30 年に実施した物量調査結果及び機構のバックエン

ドロードマップにおける物量評価結果の埋設事業への反映の検討状

況について説明した。 

２）放射化金属の再利用の検討状況について 

日本アイソトープ協会から、加速器から発生する放射化金属の再

利用に関する検討状況について紹介があった。 

３）廃棄体等の放射能濃度に関する受入基準の検討状況について 

JAEA から、廃棄体の放射能濃度に関する受入基準の検討として、

研究施設等廃棄物の処分施設を考慮したパラメータを用いた基準線

量相当濃度の試算結果について説明した。 
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４）第 3 回研究炉グループ会合の開催結果について 

JAEA が発生者との協力の一環として実施した研究炉グループ会合

の実施結果について、説明した。 

                以 上 


